
Ⅰ．序論

１．本研究の背景

わが国は、高齢人口の増加に伴い、加齢に伴
う疾病の増加、医療費の高騰、介護負担など多
くの社会的な課題解決が求められている。なか
でも、転倒による外傷や骨折が高齢者の日常生
活の活動性（ADL）の低下へつながるため、
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【要　旨】本研究は、転倒予防に関連した足趾把持力に関する研究の動向について調査し、転倒予
防に向けての看護の示唆を得ることを目的に行った。

医中誌 Web を用いて、「足趾 and 転倒」をキーワードとした文献レビューを行った。
抽出された 34 件の文献のうち、理学療法分野は 56％、看護学分野は 26％にすぎず、老年期を

研究対象とした研究が 65％と多かった。
文献レビューの結果から、足趾把持力は動的バランスに影響があり、バランスと転倒の関係性は

大きく、転倒予防を考える上で足趾把持力を考慮することは必要であることが明らかになった。ま
た、足趾把持力は介入やケアにより短期間で機能改善・増強につながり、介入を継続することによ
り機能を維持することも可能であった。

看護学分野においては、多角的視点から足趾把持力を捉え、包括的にアセスメントすることが重
要であることが示唆され、実践的取り組みが喫緊の課題であることが明らかになった。
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転倒予防対策の重要性が認識されつつある。
村田（2018）は、高齢者の転倒に関する従

来の予防対策として、歩行に必要な筋力、関節
可動域、柔軟性の向上や立位保持能力の改善を
目指した取り組みが行われていることを述べて
いる。また、歩行時と立位時に共通する転倒予
防の先行研究として、二足歩行を行うヒトの前
足部は、身体の静的及び動的な身体制御機能に
影響を及ぼし、支持面である床との接地部であ
る足底、特に足趾が立位姿勢制御に関与してい
ることを報告している。以上から、転倒予防に
関連する足底、足趾の関与について、新たに認
識されてきていることが示唆される。

三宅他（2006）は、わが国の転倒に関する
10 年間の看護研究の動向についてまとめ、「転
倒における看護研究は内容的に記述・分析・質
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的研究が大半を占め、まだ原因究明の段階にあ
る」と考察し、「今後は介入研究による効果的
な予防方法の検討が必要である」と指摘した。

その後、宮本と内田（2009）は、「転倒転落
事故防止と軽減を図るためには、エビデンスの
あるアセスメントツールとガイドラインの開発
に繋がる臨床データの構築が必要である」と述
べている。さらに、長谷他（2013）は、「移動
能力に直接関与する下肢機能および足趾機能に
関する文献研究の中で、下肢機能あるいは足趾
機能への注目度は極めて低く、転倒予防の立場
で考えた運動器のフィジカルアセスメントの向
上が期待される」と示唆している。

したがって、看護学分野においても、転倒予
防は必要不可欠な事項であり、入院時や施設利
用時などには、「転倒リスクアセスメントツー
ル」を用い、簡便に転倒を予測し早期に対応す
ることが標準的となっている（森田他，2010）。
しかし、従来の「転倒リスクアセスメントツー
ル」は、足底、足趾がアセスメント項目に含ま
れていないという現状がある。

一概に足趾機能といっても、足趾挟力や、足
趾把持力、巧緻性機能や敏捷性など、様々な筋
骨格系を活用する動作が多数含まれている。そ
こで、看護における転倒リスクアセスメントは
どのような足趾機能と関連性があるか、精到な
情報が必要となる。

相馬（2016）は、足部・足趾機能を代表す
るものとして足趾把持力をあげており、「足趾
把持力は、姿勢制御、前方への推進力の作用も
ある」と推測し、「転倒防止やバランス機能，
運動制御の観点からも足趾把持力は重要であ
り、着目していく必要がある」と述べている。
そのほかにも、我が国における老年人口増加を
背景に、入院患者も必然的に高齢化しており、
転倒の割合が年々多くなっている（全日本病院
協会，2019）。また、理学療法分野において、「転
倒」と「足趾把持力」とに関連した先行研究は
多々みられ、今後の動向に注目されている。

したがって、転倒に関する様々な影響要因と
関連のある足趾把持力に着目し、入院患者が安

全な療養生活の中で回復過程をたどれるよう、
エビデンスのある集約されたデータを収集し、
転倒予防支援することは看護の重要な役割であ
る。

そこで、本研究では、転倒予防に向けた足趾
把持力に関する研究がどのような推移で研究さ
れているのか、先行研究の内容を明らかにする
ことを目的に文献レビューを行った。転倒予防
に向けた足趾把持力に関する研究の動向を明ら
かにすることで看護への示唆を得ることは、転
倒リスクの低下につながるため、意義のあるこ
とと言える。

２．研究の目的

転倒予防に関連した足趾把持力に関する研究
の動向を明らかにし、看護学分野における転倒
予防に向けたアセスメントの示唆を得ることを
目的とする。

３．用語の定義

足趾把持力とは：短母指屈筋、長母指屈筋、
虫様筋、短指屈筋、長指屈筋の作用により起こ
る複合運動であり、手指の握力に相当するも
の。本稿では、「足趾握力」、「足指力」、「足趾
把持力」、「足趾把握筋力」を同意語として用い、
以下「足趾把持力」として統一する。

Ⅱ．方法

１．文献の選定

転倒および足趾把持力の機能を把握するため
の和文文献の検討を試みた。検索エンジンは、

「医学中央雑誌 Web（Ver.5）」「最新看護牽引 
Web」「CiNii Articles」を用い、幅広く検索が
なされるように研究の分類を限定せずに行った。
「足趾」をキーワードとして検索したところ、

9014 件の文献があり、「足趾 and 転倒」をキー
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ワードで検索したところ、該当する論文は 177
件であった。
「最新看護牽引 Web」にて同様に検索したと

ころ該当する文献は得られなかったが、「CiNii 
Articles」では、177 件該当し、「医学中央雑誌
Web（Ver. 5）」で検索された論文と全て同じ
ものであった（表 1）。

また、論文の絞り込み条件として、エビデン
スレベルの高い論文抽出を目標とするため、論
文の種類を「原著論文」と設定した。収載誌発
行年代を 1990 年から 2018 年までとし、論文の
検索は 2019 年 3 月 7 日に実施した。さらに、検
索結果に表示された文献から「症例報告」「会議
録」および「総説」などを除き、「原著論文とし
て報告されている内容」について再度検討した。

次に、本研究の目的に沿わないことが明らか
であるものを除くため、まずはタイトル及びア
ブストラクトを参照し、「本研究に直接関係し
ない論文」、会議録や特集、学位論文など「原
著論文でないと判断できるもの」、「『量的研究・
質的研究のチェックリストの例（大木，2013）』
を参考にし、これら項目に当てはめた際、論文
内容に矛盾が生じる論文（表２）」を除外基準

とし、代表執筆者と看護師の臨床経験をもつ研
究者 1 名によって 34 件の文献を抽出した。な
お、本稿で用いる量的研究の定義を「数量や分
類などの変数として、しっかりと定義化された
データを得ることができ、かつ統計的検証が可
能となることが前提である論文（南，2013a）」
とし、質的研究の定義は、「研究者が現象とど
のようにかかわったのか、あるいは研究者が現
象の特質を予備知識として持ち合わせ、現象の
場面や状況を正確に表現できているかなどが必
須であり、得た結果からその後の実践に向けて
仮説を提言できた論文（南，2013b）」とした。

つぎに、文献選定方法についての妥当性を確
保するため、34 件全ての論文を、当該研究に
携わる全研究者間で精読し、検討した。まず、
各論文が適切な研究方法のもと実施されている
のか確認し、研究目的から導かれた研究結果、
考察に差異がないか検討した。続いて、各研究
から得られた知見が、足趾把持力の機能や役
割、足趾把持力への介入方法等、どのように転
倒予防に関連しているのか、本研究の目的を視
点に、本稿に用いる文献として異論がないこと
を確認し、承認を得た。

表 1．検索結果論文数一覧
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Ⅲ．結果

１．対象文献の概要

１）発行年代別年次推移
対象文献 34 件の論文について、5 年ごとの

収載誌発行年代別推移を示す。2005 年から発
行件数が増加し、その後一定の研究数を保って
いた。さらに、分野別に発行年代別年次推移を
調べたところ、理学療法分野の発行件数は 19
件であり、2010 年から 2014 年の 7 件が最も多
く、1996 年以降、一定の件数を保ち研究がな
されていた。一方、看護学分野の発行件数は 9
件であり、2005 年から 2009 年が最も多く 4 件、
2010 年から 2014 年が 3 件、2015 年から 2018
年が 2 件と、徐々に研究件数が減少していた

（表 3）。

２）対象論文の概要について

対象文献 34 件の論文の概要について、収載
誌発行年代を昇順に並べたものを表 4︲1）、表
4︲2）、表 4︲3）に示す。

表３．発行年次別推移と対象分野

表 2．量的研究・質的研究のチェックリストの例

出典 : Iain K.Crombie (2006)

出典 : CASP (Critical Appraisal Skills Program-
me) http://media.wix.com/ugd/dded87_29c5b0
02d99342f788c6ac670e49f274.pdf.

大木秀一（2013）　看護研究・看護実践の質を高める　文献
レビューのきほん，p.68 より引用



中島美香　他／医療保健学研究　11 号：17-38 頁（2020）
21

表 4-1）研究対象論文の概要（1 件目～ 14 件目）
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表 4-2）研究対象論文の概要（15 件目～ 26 件目）
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表 4-3）研究対象論文の概要（27 件目～ 34 件目）

まず、「足趾」、「転倒」に関する研究がどの
ような分野で実施されているのか明らかにする
ため、理学療法分野、看護学分野、その他に分
類 し た。 そ の 結 果、 理 学 療 法 分 野 が 19 件

（56%）、看護学分野が 9 件（26%）、その他と
して 6 件（18%）あった。

次に、調査対象について、発達段階別に分類
した。結果、老年期を対象とした研究が最も多
く 22 件（65%）、次いで成人期が 9 件（26%）、
老年・成人双方合わせたものが 3 件（９%）で
あった。

以上の結果から、分野別対象別に見た結果、
理学療法分野において、老年期を対象とした研
究が最も多くなされていることが分かった。

２．抽出論文の分類

文献の選定方法に従い抽出された 34 件の論
文について、代表執筆者と足趾機能に関する研

究実績がある研究者 1 名、リハビリテーション
に関する臨床経験がある研究者 1 名によって内
容の類似性に基づいて分類した。その結果、6
件のサブカテゴリーと、2 件のカテゴリーが抽
出された（表 5）。

なお、論文抽出及びカテゴリー抽出の過程に
おいては、分析の妥当性を確保するため，当該
研究に携わる全ての研究者間で検討を重ね、異
論がないことを確認した。

１）足趾把持機能を高める介入について
（表 6︲1，6︲2）

「足趾把持力機能を高める介入」のカテゴ
リーに分類された文献は 14 件であった。さら
に、『足趾把持力トレーニング』９件、『靴・靴
下使用』３件、『フットケア』２件の３つのサ
ブカテゴリーに分類された。

まず、『足趾把持力トレーニング』に分類さ
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表 5．足趾把持力に関する論文
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表 6-1）足趾把持力機能を高める介入（1 件目～ 9 件目）

足
趾
把
持
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
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れた文献は 9 件あり、理学療法分野 8 件、看護
学分野 1 件であった。これら 9 件は、成人から
老年期まで、対象者もさまざまであったが、理
学療法分野での介入方法では、足趾把持力を高
めるトレーニング介入として、タオルギャザー
トレーニングや独自の運動プログラムの実施、
特定の足趾筋力に焦点を当てたトレーニングが
実施され、看護学分野では足趾体操を実施して
いる。これら研究では、それぞれの介入結果と
して足趾把持力を高めることができ、活動レベ
ルを上げることや転倒予防につながることが示
唆されていた。

次に、『靴・靴下使用』に分類された文献は
3 件であり、理学療法分野 2 件、その他 1 件で
あった。清水他（2017）や篠原他（2012）の
調査では、横アーチパッドの装着や転倒予防靴
下を用いることで足趾把持力をはじめとする足
趾機能を高めることができることを示し、金井

他（2008） の 調 査 で は、FRT（Functional 
Reach Test）測定時は靴の着用の有無を考慮
する必要性を示し、足趾機能は靴の着用に関係
なく FRT の値と正の相関を示すことを示唆して
いる。
『フットケア』に分類された 2 件の文献は、

いずれも看護学分野で研究がなされていた。足
浴やマッサージの施行、足趾の観察などを継続
的に介入することで足趾機能が改善することが
示唆されており、フットケアの介入意義につい
て明らかにされていた。

２）足趾把持力とその他の影響要因（表 7︲1，
7︲2，7︲3）

「足趾把持力とその他の影響要因」について
研究された論文は、20 件であり、さらに、『立
位歩行バランス』、『重心動揺測定』、『その他』

表 6-2）足趾把持力機能を高める介入（10 件目～ 14 件目）

靴
・
靴
下
使
用

フ
ッ
ト
ケ
ア
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表 7-1）足趾把持力とその他の影響要因（1 件目～ 4 件目）

立
位
バ
ラ
ン
ス
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表 7-2）足趾把持力とその他の影響要因（5 件目～ 14 件件目）

重
心
動
揺
測
定
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あり、理学療法分野で 6 件、看護学分野で 3 件、
医学分野が 1 件であった。

平松他（2005a）は、転倒に関連する要因と
して「足趾の接地状態、足底、立位姿勢、バラ
ンス、筋力」を示しており、足趾の接地状態バ
ランスが不良であると転倒した際の損傷を伴う
リスクが高いことを示唆している。

田中他（2016）は、足圧中心前後移動距離
及び後方へ重心移動時の足圧中心位置について
足趾屈曲力と有意な相関関係があることを示唆
している。また、半田他（2004）は、足趾把
握筋力は加齢により低下し、低下率は握力より
も大きい傾向を示した。さらに、加辺他（2002）
は、水平面・垂直面での動的姿勢制御能におい
て、母趾・第 2 ～ 5 趾の役割を示唆する結果が
得ている。

足趾把持力そのものが足関節背屈補助機能、
歩行時間、大腿四頭筋など、さまざまな足趾機
能と影響し合っているとする調査を『その他』

の 3 つのサブカテゴリーに分類された。
『立位歩行バランス』についての文献は 4 件

であった。バランス能力を測定するテストや尺
度を用い、調査対象者のバランス力と足趾把持
力との関連を調べたものであり、理学療法分野
で 2 件、看護学分野で 1 件、医学分野で 1 件の
研究が実施されていた。立位バランスについて
は、戸田（2018）による SEBT（星形遊離バ
ランステスト）の身長に対する後外側および後
内側到達方向への到達率は 1 件、Yoshimoto et 
al（2017）、鷲塚他（2016）による TUG（Time 
up and Go Test）による歩行速度については 2
件、kim et al（2011）による、FRT、SOT（感
覚統合機能テスト）の足趾把持力と立位バラン
スの測定が 1 件実施されていた。足趾把持力と
立位バランスは有意な相関関係にあることが示
唆されており、関連要因として靴の着用の有無
や年齢に関することが示されていた。

次に、『重心動揺』に分類された文献は 10 件

表 7-3）足趾把持力とその他の影響要因（15 件目～ 20 件目）

そ
の
他
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の転倒予防対策は、大腰筋や前頸骨筋の筋力強
化や、関節可動域改善のための下肢を挙上する
ためのトレーニングが重要視されていたことが
推測される。しかし、その後、池上（1987）は、
立位姿勢保持能力は、高齢期に最も低下を来す
機能の一つであることを明らかにし、高齢者に
対する転倒予防対策として、立位保持能力の改
善を目指した取り組みが行われるようになっ
た。その後、2000 年以降は、高齢者を対象と
した立位保持能力の改善としての足趾・測定機
能への関心が高まり、運動機能障害に対する介
入の多い理学療法分野の介入が多くみられ、
徐々に他分野の関心も高まっていると考えられ
る。看護学分野においては、2005 年以降、年
間 2 ～ 4 件と散見する程度であり、高齢者の足
部の接地状態に関する研究、足趾体操を取り入
れた介入、フットケア、フィジカルアセスメン
トなど転倒予防に対して、足趾機能についての
関心が高まってきている現状であることが推測
される。今後は、看護学分野においても転倒予
防に関する足趾機能のアセスメントは重要な課
題であると考えられる。

２．転倒予防に向けた、足趾把持力に関する研
究の動向

文献レビューより得られた結果をもとに、「足
趾把持力機能を高める介入」、「足趾把持力とそ
の他の影響要因」の 3 つの視点よりその詳細に
ついて考察する。

１）足趾把持力に関する研究の動向
抽出された論文は、理学療法分野、看護学分

野、その他の分野に分類された。看護学以外の
分野における総論文数は 25 件であり、全体の
約 74% を占めていた。特に理学療法分野にお
いては研究件数 18 件（53%）と圧倒的に多く、
研究対象者も成人期から高齢者と、あらゆる年
代に応じた調査が進められていた。

研究内容としては、「足趾把持力機能を高め
る介入」や「足趾把持力とその他の影響要因」

として分類し、6 件が該当した。分野別にみる
と、理学療法分野 1 件、看護学分野が 1 件、他
分野が 4 件であった。

村田他（2007）は、足趾把持力、握力、大
腿四頭筋筋力に性差がみられ、加齢とともに低
下することを示唆し、山下他（2007）も足趾
力について性差あることを示し、男女ともに足
趾力が 3kgf を下回った場合、転倒リスクが上
昇することを示唆している。また、露口他

（2018）が行った 2 件の研究では、転倒と足趾
把 持 力 の 関 係 性 に つ い て、MMSE（Mini 
Mental State Examination）を用いた認知機能
調査に合わせ、転倒に関する様々な体力要素の
測定を実施し、それらと転倒リスク評価の関係
性について調べるため FRI（Fall Risk Index）
を用いた調査が実施されていた。また、もう一
方の研究においても、足趾筋力と転倒の関連性
について調べており、これら調査において、足
趾把持力の低い対象者は転倒リスクがあること
や、足趾把持力と歩行速度、バランス力には転
倒との関連があることが示唆された。

Ⅳ．考察

転倒予防に向けた、足趾把持力に関する研究
の動向から、「足趾把持力を高める介入」と「足
趾把持力への影響要因」についての研究が、い
つごろからどのような分野で行われていたかを
検討し、転倒予防に向けた看護への示唆を得た
ため、以下に考察する。

１．足趾把持力に関する研究年次推移の変化

選定基準より抽出された 34 件の論文は、
2005 年から発行件数が増加し、その後年間 9
～ 10 件と一定の研究数を保ち、理学療法分野
以外の分野での研究も増加傾向にあった。

村田他（1996ｂ）によると、高齢者の転倒は、
わずかな段差や電気コードなどに「つまずく」、

「引っかかる」ことが多いと述べており、従来



中島美香　他／医療保健学研究　11 号：17-38 頁（2020）
31

ことが伺えた（平松他，2005；北村他，2005；
加藤他，2008；姫野他，2011；本江他，2012；
金森他，2012；本多他，2016；鷲塚他，2016）。

２）足趾把持力機能を高める介入
理学療法分野の研究は「足趾把持力機能を高

める介入」のカテゴリーに多く分類されてい
た。中でも『足趾把持力トレーニング』や『靴・
靴下使用』といったサブカテゴリーに集中して
いた。これは、厚生労働省（1965）の定義す
る“身体に障害のある者に対し、主としてその
基本的動作能力の回復を図るため、治療体操そ
の他の運動を行なわせ、及び電気刺激、マッ
サージ、温熱その他の物理的手段を加えるこ
と”という理学療法の定義に即しており、介入
研究の動向としてごく自然な流れであることが
わかる。例えば、竹井他（2011）は、タオルギャ
ザートレーニングの介入により介入前後で足趾
把持力に有意差がみられたことを示し、小野田
他（2013）は、NJF（神経筋関節促通法）にお
ける訓練により足趾把持力が増加することを示
唆している。

一方、看護学分野において、足趾把持力機能
を高める介入研究がなされた論文は 4 件であ
り、うちトレーニングを取り入れたものは 2 件
であった。北村と臼井（2005）は、転倒予防
プログラムとして足指体操を取り入れ、身体バ
ランスや歩行能力との相関が報告されている
Up＆ Go テストにおいて、介入後に有意な改
善をしたことを明らかにしている。また、加藤
他（2008）は、高齢者に対する転倒予防プロ
グラム（全身版）を開発し、筋力・バランス運
動・柔軟体操を実施した。結果、移乗・移動能
力や下肢筋力と握力、知能活動が維持し転倒件
数が減少したと報告している。その他、フット
ケアの介入を行った 2 件の研究では、どちらも
足浴を実施している。姫野他（2011）は、足浴、
ヤスリがけ、マッサージ、足の運動を同時に実
施しており、介入直後から足部の皮膚表面温
度、立位バランス機能 FRT の Short︲end point
も有意に短縮したことを明らかにしている。し

といったカテゴリー分類に多く該当し、さまざ
まな測定機器や評価スケールなどを用い、足趾
把持力を高める訓練などを行うことで、足趾把
持力機能そのものの値を明らかにし、それらが
何と関連しあっているのか、または転倒とどの
ような関連性があるのかついて検討したものが
多かった。

一方、看護学分野の論文数は 9 件であり、
2005年から2009年が最も多く、2010年から徐々
に研究件数が減少していた。

2005︲2009 年の研究された 4 件の論文の研究
対象者は、すべて高齢者であり、高齢人口の増
加に伴う転倒予防への介入手段や高齢者と転倒
との関連性、高齢者の足趾把持力の機能評価に
ついて研究が実施され、それまで理学療法分野
において明らかにされてきた「転倒」と「足趾
把持力」との関係性に関して、看護学分野にお
いても着目されたことが伺える。その後、
2010︲2014 年の先行研究では看護フィジカルア
セスメントにおける足趾力評価や、フットケア
介入評価の視点として足趾把持力を用いるな
ど、具体的看護介入手段へと視点が変化して
いった。その後の 2015︲2018 年では、足趾把持
力に合わせ、足関節や下肢筋力、バランス等も
含めた転倒との関連性について研究がなされる
よう変化していった。

このような研究動向から、高齢化率の上昇
（内閣府，2018）に対応すべく、各分野で「高
齢者」を対象者とした研究が実施されることに
つながったことが抽出論文の調査対象者別件数
の「老年期」の割合の多さからも読み取れる。
また、看護学分野においても移り行く看護対象
者の身体的特徴に合わせて、変化に高齢者に向
けた転倒予防に関する研究が実施されてきたと
推測される。その結果、転倒予防と足趾把持力
に関する多くの示唆が得られているほか、分野
の研究・調査をきっかけとし、看護学分野にお
ける「足趾把持力」に着目した研究がなされる
ようになり、看護ケア介入の実践・評価を経て、
転倒に関連する他の諸要因をも含めた研究へ
と、転倒予防を軸として研究が進められてきた
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に影響があり、バランスと転倒の関係性は大き
く、転倒予防を考える上で足趾機能を考慮する
ことは必要である一方、転倒予防を考える際、
足趾接地力など、他の足趾機能を含め、足趾把
持力との影響を考えなければならないことが明
らかにされている。

3．転倒予防に向けた足趾把持力に関する今後
の課題

足趾把持力と転倒予防について明らかされて
いることをまとめ、それをもとに、今後看護学
分野において研究を進めていかなければならな
い課題について述べる。

看護学分野における転倒予防を視点とした足
趾把持力に関する研究は、他の研究分野と比較
してもその研究数は圧倒的に少ない。

本江他（2012）は、転倒と足趾把持力に関
連するその他の要因についての検証と行う際、
足趾挟力や足趾の巧緻性機能、敏捷性なども含
め、「足趾力」として捉えており、足趾力を評
価することが看護フィジカルアセスメントに有
用であることを示唆している。その他、看護学
分野以外においても、足趾把持力と転倒との直
接的な関連性のみならず、下肢筋力、足趾挟力、
下肢の敏捷性、足指接地力、足底圧、足指間圧
力、足関節の柔軟性など、あらゆる足趾機能が
相互に転倒へ影響を及ぼしていることを示唆し
ており、立位時の転倒の場合、重心動揺やバラ
ンス保持機能も重要になってくることが明らか
にされている。

また、抽出された看護学分野の論文は、研究
対象者がすべて高齢者であり、成人期を含め調
査された文献は 1 件にすぎず、発達段階と足趾
把持力、転倒との関係性については明確にされ
ていない。本江他（2012）は、足趾把持力は
年齢・性差にばらつきがあるとし、若年層にも
低値を認める例があることを明らかにしている
ことから、あらゆる看護対象者に即した視点で
足趾把持力を捉え、転倒予防につなげることが
必要であると考える。よって、全ての看護対象

かし、効果の継続性はなく、継続的なケアの必
要性を示唆している。一方、本多他（2016）は、
足浴のみに着目し、結果として足趾把持力や足
関節の柔軟性が高まり、継続的な足浴が転倒を
予防することを示唆している。

これら 4 件の論文より、足趾把持力は訓練に
よる介入やフットケアをすることにより短期間
で機能の改善・増強につながることが多く、向
上した機能を維持するためには継続した看護介
入が必要であることが明らかになった。

３）足趾把持力とその他の影響要因
足趾把持力に影響する要因として『立位歩行

バランス』や『重心動揺測定』などに関連する
研究がなされてきたが、研究分野もさまざまで
あり、足趾把持力は身体活動におけるあらゆる
動作に影響を及ぼすことが示されていた。

例として、理学療法分野において、加辺他
（2002）は、水平面・垂直面での動的姿勢制御
能において母趾・第 2 ～ 5 趾の役割を示唆する
結果を示し、足趾把持筋力の強化によって動的
姿勢制御能の向上が得られ、母趾と第 2 ～ 5 趾
の両作用を強化、全足趾把持筋力の強化をする
ことで転倒の危険性を減少させる可能ことを示
している。また、看護学分野においての論文は
3 件であり、鷲塚他（2016）は、転倒予防対策
として、足趾把持力と下肢力、バランス力との
関係性について分析し、足趾把持力は立位バラ
ンスを保つ際の安定性につながる力であること
を明らかにし、床上安静においても足趾把持力
を鍛えることによりバランス感覚が向上し転倒
の危険性を減らせる可能性を示唆した。また、
平松他（2005）は、足指接地力や足底圧、足
指間圧力などと転倒との関連について研究し、
足指接地力が弱いと転倒との関連あることを示
唆している。また、平松他（2005）が同年に
発表した足趾接地状態と足底、バランス、筋力
の転倒との関係においても、足趾接地状態は立
位姿勢を関連しており転倒要因として重要であ
ることを示唆している。

したがって、足趾把持力は動的バランスに特
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の足趾機能についても転倒リスクを評価するた
めに必要な指標となるか判断する必要がある。
また、全入院患者が安全で簡易的に実施できる
測定方法について明確にする必要がある。

看護学分野においては、多角的視点から足趾
機能を捉え、包括的にアセスメントすることが
重要であることが示唆され、実践的取り組みが
喫緊の課題であることが明らかになった。

Ⅵ．限界と課題

今回、抽出した文献は国内に限ったものであ
り、今後は海外の文献も視野にさらなる検討が
必要である。また、文献の抽出・カテゴリー化
において、看護学分野が主専門である研究者の
みで作業を行ったため、足趾把持力に対して専
門性高い多分野の協力を得ることで、転倒予防
にむけたエビデンスレベルの高い内容の追及を
することが課題である。

付記

本研究の作成にあたり、足趾機能に関する研
究実績や見識、看護の臨床経験をもつ複数の研
究者が、それぞれの立場から研究に参画するこ
とが須要であり、これらの研究者が本論文の共
著者となった。

筆頭を除く各研究者の役割は以下の通りであ
る。

吉田和美は、研究の計画の立案、文献の検討、
結果の解析から論文作成にわたる全過程におい
て、足趾機能に関する研究実績や看護師の臨床
経験を活かした視点より教示し、知的内容に関
わる批判的な推敲に関与し、原稿の最終承認を
するとともに、研究のすべての側面について説
明責任があることに同意する。

日向野香織は、研究の計画の立案、文献の検
討、結果の解析から論文作成にわたる全過程に
おいて、看護に関する研究実績や臨床経験を活

者に有効的な転倒予防の視点としての足趾把持
力の効果について、看護実践として活用でき
る、転倒予防にむけた研究の継続が必要である
と言える。一方で、足趾把持力をはじめとする
足趾機能は、訓練による介入やフットケアをす
ることにより短期間で機能の改善・増強につな
がり、向上した機能を維持するためには継続し
た看護介入が必要であることが明らかにされて
いる。

したがって、看護学分野における転倒予防と
足趾把持力には、足趾把持力だけではなく、あ
らゆる視点から足趾機能を捉え、バランス能力
をも含め、アセスメントする視点が重要であ
り、そのためには、個々の看護師が転倒に関連
する諸要因について学習を深め、その一つとし
て足趾機能・バランス能力に関する専門的知識
が求められることが示唆された。また、これま
で明らかにされてきた足趾機能と転倒との関連
性を踏まえ、転倒予防への具体的介入となる評
価表の開発や転倒予防につながるアセスメント
表の作成に取り組み、看護対象者に応じた転倒
予防へのプログラム開発やフットケアの継続的
介入など、実践的取り組みが喫緊の課題である
といえる。

Ⅴ．結論

本研究は、転倒予防に関連した足趾把持力の
影響要因について明らかにし、転倒予防に向け
ての看護の示唆を得ることを目的に 34 件の文
献レビューを行った。

文献レビューの結果から、足趾把持力は動的
バランスに影響があり、バランスと転倒の関係
性は大きく、転倒予防を考える上で足趾機能を
考慮することは必要であることが明らかになっ
た。また、足趾把持力は介入やケアにより短期
間で機能改善・増強につながり、介入を継続す
ることにより機能を維持することも可能であっ
た。しかし、転倒には足趾把持力のほかに、さ
まざまな足趾機能が関与しており、それら個々
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かした視点から教示し、知的内容に関わる批判
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Review

Trends in research on toe grip force to prevent falls

Mika NAKAJIMA, Taeko OKAJIMA, Kaori HIGANO, Eri SAKUMA, Kazumi YOSHIDA

Department of Nursing, Faculty of Medical and Health Sciences, Tsukuba International University

Abstract

The purpose of this study was to investigate the trend of research on toe gripping force related to fall 

prevention and to obtain suggestions of nursing for fall prevention.

A literature review using the keyword “footpad and fall” was performed on the medical magazine website.

Of the 34 documents extracted, the physical therapy field was 56%, the nursing field was only 26%, and 65% 

of the studies were targeted at the elderly.

From the results of the literature review, it became clear that toe gripping force has an effect on dynamic 

balance, the relationship between balance and falls is large, and it is necessary to consider the toe function 

when considering fall prevention. In addition, the toe grip force led to functional improvement and 

enhancement in a short period of time by intervention and care, and it was possible to maintain the function by 

continuing the intervention.

In the field of nursing, it was suggested that it is important to grasp the toe function from a multifaceted 

perspective and make a comprehensive assessment, and it became clear that practical efforts are an urgent 

issue.

Keywords: �Toe grip force, Fall, nurse, Assessment




